PIC用フォントジェネレータの操作方法
1． フォントの白黒画面による文字列を実際のピクセル単位で作成する。
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上のサンプルはFont9作成時のGIF画像のコピー
フォント化するすべての文字をASCII表の順番に並べる。
このGIF画像の中に以下の情報を記録しておくこと。
・最初のフォント（上のサンプルの場合、スペース）の左上角のX、Y座標：3,1
・Xのピクセルサイズ、Yのピクセルサイズ：9，15
・フォントのピッチ：フォントのXサイズと隣のフォントとの隙間を合計した値：10
・フォントの全個数：サンプルでは95。
・フォント名：Font9のように、作成されるフォントファイル名と、Cプログラムのなか
で、フォント名の変数として作成されます。Font9の最後の９はフォントのX方向の
ピクセル数にする事を推奨。また、X方向のピクセル数が同じでY方向のピクセル数
が異なるフォントは禁止しています。（表示プログラムからの制限）
文字列の作成にプロポーショナルフォントを使わない事。
PCの中で定義されているフォントを使って、文字を作成した場合、出来た文字に黒と灰色が含まれ、灰色のピクセルは黒と認識しないので、正確なフォントにはならない。PC内のフォントは見本程度に扱い、必ず、ピクセル単位で黒一色で作画する事。
TOPに示したGIF画像の中に薄い青色のマス目があるのは、ピクセルの境界を示すもので、通常は画像を10倍くらまで拡大し、フォント原稿を作成する。

indexファイルの作成
作成したいフォントコードをC言語用に定義するファイル
ASCII全文字（９５文字用）；別ファイルFont_index95.idxを参照
数字のみの場合：スペース、0～9の11文字用：Font_index11.idx参照
すでに作成済みのFont数のファイルが同じホルダー内に有る場合、上書きされます。
同じFont数のindexファイルを複数作らない。
Font名は横のピクセルの数をFontの文字の後に付加し、すでに同じサイズのFont名が存在する場合、数値の後ろにアルファベットの大文字で識別する事。

2． Font_Ccord_Generator_for_PIC_2.tclをダブルクリックしてオープン。
このファイルは連続フォント作成専用プログラムであり、GIF画像データは作れない。
前、1項のGIFファイルを読み込む。

3． 。「連続フォント作成」ボタンをクリック。　画面の要求に従い、FONT見本.gifを読み込み、GIFファイルに記述されたフォント文字最初の左肩X,Y座標、フォントのピクセル構成（X,Y）フォントと隣のフォントとの隙間ピッチ、フォント総数、及びフォント名を記入。
次に、Font_Indexファイル.idxを読み込むと、フォント名.hのファイルが作成される。
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